
PDR-SC22HBK・SC22HWH

この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。 

本製品を組み立てる前に、必ず別紙「安全上のご注意」と下記内容をご覧いただき、 

正しく組み立て・ご使用されますようお願い致します。 

組み立て前にお読み下さい  

TVスタンド 
取扱い及び組立説明書 

MADE IN CHINA    0407

① サイドフレーム 2本 ② ガラスパネル 4枚 

⑦ 受けゴム 25個 

⑧ キャスター 
　 （ストッパー有） 2個 

⑨ キャスター 
　 （ストッパー無） 3個 

⑩ キャスター受け皿 5枚 

●軍手などで保護してから組み立てて下さい。 
●組み立ての際は、手や指を挟まないよう十分ご注意下さい。 
●組み立て手順に従い、各部品をしっかり固定して下さい。締め付け・かみ合わせが緩いと危険です。 
●組み立て時は床などを傷付けないよう、十分にご注意下さい。 
●定期的にボルトやキャスターの締め直しを行って下さい。緩んだまま使用されますと、転倒・崩壊の
可能性があり、非常に危険です。 

■ 総耐荷重 
製品に載せる機器等重量の合計が数値を超えないようにして下さい 

■ 平均分布耐荷重（図面中の上の数値） 
天板・棚板全体に分布するように機器を配置するときの参考にして下さい 

■ 中心付近耐荷重（図面中の下の数値） 
載せる物の重量がこの数値以下なら、どこに設置してもまず問題はありません 

耐荷重 
（　Kg） 

前 

後 

下 

上 
サポートバー用のボルト穴 裏面にはシールが貼ってあります 

③ Aフレーム 6本 

④ Bフレーム 1本 ⑥ サポートバー 2本 

サポートバー用のボルト穴 
（ボルト○A1本が取り付けてあります） 

⑤ Cフレーム 1本 

キャスター用のナット 

六角レンチ 
付属 
工具 

1本 

スパナ 
付属 
工具 

1本 

ワッシャー 
○C  
6個 
内1個は 
予備です （　　　） 

○D  
7個 
内1個は 
予備です （　　　） 

スプリングワッシャー 

ボルト（M6×15） 

○B  
17本 

ボルト（M6×25） 

内1本は 
予備です （　　　） 
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総耐荷重：60kg

（内1個は予備です） 

前 

後 

受付時間 
9：00～12：00 
13：00～18：00  

商品に関する 
お問い合わせは 
 

●エレコム総合インフォメーションセンター 
年中無休 エレコムFAXテクニカルサポート 受付時間  

 9：00～12：00　13：00～17：00、 
月曜日～金曜日（祝・祭日を除く） FAX.03-5500-2881

※組み立てを行う前に、以下の部材がすべて揃っているかご確認下さい。 部品一覧  

2人以上で 
作業を行っ 
て下さい。 

付属工具を使っ 
ての組み立てが 
あります。 

このマークのある 
組み立ては、特に 
気を付けて行って 
下さい。 

組み立てに左右 
共通のパーツを 
使用します。 

付属工具 左右共通 2人組立 

注 

○A  
4本 

内1本はBフレーム④に取り付けてあり 
内1本は予備です （　　　　　　　　　　　　　） （　　　） 



◯A

3

0407PDR-SC22HBK・SC22HWH エレコム株式会社 この説明書は必ず保管しておいて下さい。又、本製品を譲渡される際には、この説明書も一緒に譲渡して下さい。　 

※本製品はノックダウン式家具です。必ず組み立て手順、組み立て上の注意事項等の 
　指示に従って組み立てを行って下さい。 
※床やラック本体を傷付けないよう、段ボールや防傷シートを敷くなどして組み立てて下さい。 

組立説明 
軍　手 

ご用意いただくもの 

1
サイドフレーム①の前後に注意して、Aフレーム③、Bフレーム④、 
Cフレーム⑤を図のようにボルト◯Bでゆるめに取り付けます。 
注意…　受けゴム用の穴を上にして取り付けます。 
　　　　Bフレーム④に取り付けてあるボルトを後にして取り付けます。 
　　　　Cフレーム⑤のキャスター用のナットは下向きにして取り付けます。 

1

2
Ⅰ.図のようにボルト◯Aでサポートバー⑥をサイドフレーム①に 
 　ゆるめに取り付けます。 
Ⅱ.次に、Bフレーム④に取り付けてあるボルト◯Aを外し、サポートバー⑥を 
　 交差してワッシャー◯C、スプリングワッシャー◯D、サポートバー⑥の順で 
　 ボルト◯Aで取り付けます。（別図1参照） 
Ⅲ.ゆるく締めておいたボルトを全て締め付けます。 
Ⅳ.サイドフレーム①にキャスター（ストッパー有）⑧、 
　 キャスター（ストッパー無）⑨をワッシャー◯C、スプリングワッシャー◯D、 
　 キャスターの順で取り付けます。（別図2参照） 
Ⅴ. 
　 安全のため補助キャスターとして、Cフレーム⑤にスプリングワッシャー◯D、 
　 キャスター（ストッパー無）⑨を取り付けます。 

○A  
3本 

⑥ 

⑨ 

◯D
◯C

Ⅰ.受けゴム⑦を図のように受けゴム用の穴に差し込みます。 
Ⅱ.ガラスパネル②のシールが貼ってある面を下にして、図のように 
　 左右のはみ出しが等しくなるように設置して下さい。（別図3参照） 
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16本 
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 ⑦ 

キャスター用のナット 
部分が下向きになる 
よう取り付けます 

⑤ 

受けゴム用の穴 

③ 

③ 

③ 

使用上の注意 

別図3
左右等しく設置 

② 

② 

② 

② 

※使用の際は全てのキャスターに取り付けて下さい。

※取り付けの際、設置された機器（特に転倒しやすいTV）などは
　取り除いてから、注意して必ず2人で行って下さい。

キャスター受け皿は、必要に応じて使用して下さい。

キャスターを固定し、フローリング・カーペット・畳に、
傷・へこみを付けにくくします。

本製品のガラスパネルは固定されていません。

周囲に手をかけたり、荷重を加えないで下さい。

Bフレーム④ 

ボルト◯Aが後を向く 
よう取り付けます 

図のように

ひっくり
返えす

上 

下 

※設置物の総重量が30kg以下の場合、このキャスターを取り付けなくても使用できます。 

Bフレーム④ ⑤ 

① 

① 

◯A

◯D◯C

図のように

起こす

⑥ 

別図1

◯A

◯D◯C

別図2

スプリング 
ワッシャー◯D

ワッシャー◯C

サイドフレーム① 

キャスター 

⑧ 

◯D
◯C

⑧ 

◯D
◯C

◯C
◯D

⑨ 

注 ガラスは重くて危険です。必ず2人以上で行って下さい。 

◯D


